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＊アクセス(図 1 は学校案内 2020 から引用 

〒021-8511 岩手県一関市萩荘字高梨 

 

図 1 アクセスマップ 

＊特色 

・昭和 39年に設立 

・以前は 4 学科体制（機械工学科、電気情報工学科、制御情報工学科、物質工学科）であっ

たが、平成 29年度に 1 学科（未来創造工学科）4系（機械・知能系、電気・電子系、情

報・ソフトウェア系、化学・バイオ系）になる。 

・専攻科は生産工学専攻、物質化学工学専攻の 2 専攻である 

 

＊目的・教育理念・教育目標（一部文章は一関高専HPより引用） 

（目的） 

 本校は、教育基本法の精神にのっとり、学校教育法及び独立行政法人国立高等専門学校機

構法に基づき、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

 

https://www.ichinoseki.ac.jp/
https://www.ichinoseki.ac.jp/about/pdf/2020gakkouannai.pdf
https://www.ichinoseki.ac.jp/about/pdf/bulletin2020.pdf


（教育理念） 

明日を拓く創造性豊かな実践的技術者の育成  

 

（教育目標） 

 本校では、次のような素養と能力を身に付けた技術者の育成を目標とする。 

Ａ 国際社会の一員として活動できる技術者 

Ｂ 誠実で豊かな人間性と広い視野をもつ技術者 

Ｃ 広い分野の基礎知識と優れた創造力・開発力をもつ技術者 

Ｄ 継続的に努力する姿勢とさかんな研究心をもつ技術者 

Ｅ 協調性と積極性をもち信頼される技術者 

Ｆ 技術と社会や自然との係わりを理解し社会的責任を自覚できる技術者 

 

＊アドミッションポリシー(入学者受け入れ方針)（一部文章は一関高専HPより引用） 

本科 

〇求める学生像 

• ものづくりに興味をもち、入学後の学修に対応できる基礎学力を有している人 

• 他者の意見を聞き、適切な判断に基づき、自らの考えを表現できる人 

• 他者を思いやることができ、責任ある行動をとることができる人 

 

本科（編入学） 

〇求める学生像 

• 高等学校において工学の基礎となる知識を身につけ、入学後の学修に対応できる基

礎学力を有している人 

• 他者の意見を聞き、適切な判断に基づき、自らの考えを表現できる人 

• 他者を思いやることができ、責任ある行動をとることができる人 

 

専攻科 

〇求める学生像 

• 高等専門学校等において実践的技術者として身に付けた基礎的知識・技術をさらに

高度化しようとする強い意欲を有している人 

• 他者の意見を聞き、適切な判断に基づき、自らの考えを表現できる人 

• 他者を思いやることができ、責任ある行動をとることができる人 

 

＊入試形態（一部文章は一関高専 HPより引用） 

本科 

〇入学者選抜の基本方針 



 本校の求める学生像に合致した人を選抜するため、推薦による選抜(推薦選抜)、学力検査

による選抜(学力選抜)、帰国子女選抜を実施する。 

 推薦選抜では、出身中学校長から推薦された志願者のうち、本校の教育を受けるのに必要

な素養と基礎学力を有し本校への入学意思が強い人を、調査書及び面接の総合評価によっ

て選抜する。 

 学力選抜では、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した人を、学力検査

（数学、理科、英語、国語、社会）及び調査書の総合評価によって選抜する。 

 帰国子女特別選抜では、外国における教育を受けた人で一定の条件を満たす志願者のう

ち、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した人を、学力検査（数学、理科、

英語）、作文及び面接の総合評価によって選抜する。 

 

本科（編入学） 

〇入学者選抜の基本方針 

 本校の求める学生像に合致した人を選抜するため、工業系からの編入学試験、普通科（理

系コース）・理数科からの編入学試験、社会人特別選抜を実施する。 

 工業系からの編入学試験では、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した

人を、学力検査（数学、英語、専門）、調査書及び面接の総合評価によって選抜する。 

普通科（理系コース）・理数科からの編入学試験では、本校の教育を受けるのに必要な素養

と基礎学力を有した人を、 学力検査（数学、英語、理科）、調査書及び面接の総合評価によ

って選抜する。 

 社会人特別選抜では、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した人を、書類

審査、面接及び小論文の総合評価によって選抜する。 

 

専攻科 

〇入学者選抜の基本方針 

 本校の求める学生像に合致した人を選抜するため、推薦による選抜（推薦選抜）、学力検

査による選抜（学力選抜）、社会人特別選抜を実施する。 

 推薦選抜では、出身学校長から推薦された志願者のうち、本校の教育を受けるのに必要な

素養と基礎学力を有した人を、面接及び調査書の総合評価によって選抜する。 

 学力選抜では、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した人を、学力検査

（数学、英語、専門）、調査書及び面接の総合評価によって選抜する。 

 社会人特別選抜では、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した人を、面接

及び調査書の総合評価によって選抜する。 

 

 

 



＊試験状況及び偏差値や倍率（表 1～3 は一関高専HPより引用） 

 (本科 偏差値 60) 

表 1 入学志願者数及び倍率(令和 2年 4月 1 日現在) 

学 科 入学定員 31 年度 令和 2 年度 

未来創造工学科 160 232（1.5） 258（1.6） 

 

表 2 学力検査における合格者の最高点と平均点(令和 2 年 4 月 1 日現在) 

学 科 受験者数 入学者数 最高点 平均点 

令和 2 年度入試 177 80 435 321 

平成 31 年度入試 149 80 367 306 

平成 30 年度入試 180 80 386 313 

平成 29 年度入試 160 80 396 316 

平成 28 年度入試 168 80 374 320 

 

表 3 編入学（4 年次）志願者数(令和 2年 4月 1 日現在) 

学 科 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 令和 2 年度 

未来創造工学科         9（3） 

機械工学科 4（4） 5（5） 5（1） 3（1）   

電気情報工学科 3（3） 3（3） 7（1） 1（1）   

制御情報工学科 0（0） 0（0） 3（0） 4（3）   

物質化学工学科 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）   

合 計 7（7） 8（8） 15（2） 8（5） 9（3） 

（  ）合格者数 

 



＊ディプロマ・ポリシー(卒業・修了認定方針) （一部文章は一関高専HPより引用） 

本科 

 教育目標に基づく以下に示す能力を身に付け、所定の単位を修得したものに対して、準学

士課程の卒業を認定する。 

⑴国際社会の一員として活動できる。 

⑵誠実で豊かな人間性と広い視野をもつ。 

⑶広い分野の基礎知識と優れた創造力・開発力をもつ。 

⑷継続的に努力する姿勢とさかんな研究心をもつ。 

⑸協調性と積極性をもち信頼される。 

⑹技術と社会や自然との係わりを理解し社会的責任を自覚できる。 

 

専政科 

 教育目標に基づく以下に示す能力を身に付け、所定の単位を修得したものに対して、専攻

科課程の修了を認定する。 

⑴国際社会の一員として活動できるよう、英語によるコミュニケーションができる。 

⑵誠実で豊かな人間性と広い視野をもち、多様な価値観を理解することができる。 

⑶広い分野の基礎知識と優れた創造力・開発力を持つため、複合領域の知識・技術を身に付

け、様々な視点から論理的に考えることができる。 

⑷継続的に努力する姿勢とさかんな研究心をもち、課題解決に自主的に取り組むことがで

きる。 

⑸自らの考えを持ちつつ、他者と協調して活動することができる。 

⑹技術と社会や自然との係わりを理解しながら、社会的責任を自覚して、適切な判断ができ

る。 

 

＊カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）（一部文章は一関高専HPより引

用） 

本科 

〇教育課程の編成方針 

 ディプロマ・ポリシーに基づき、一般科目、専門科目及び実験実習を低学年から高学年に

かけて適切に配置し、工学分野の知識及び技術を効果的に修得できるように体系的に教育

課程を編成している。教育課程の編成方針を以下に示す。 

⑴外国語でのコミュニケーション能力を育成するため、低学年から高学年をとおして英語

に関する科目を配置する。さらに高学年において第二外国語を配置する。 

⑵誠実で豊かな人間性を育成し、広い視野を獲得させるため、人文社会系科目を配置する。 

⑶様々な視点でものごとを論理的に考える力を育成するため、工学に関する基礎科目を配

置する。 



⑷専門的な知識・技術を育成するため、工学基礎科目と連携させながら、学年の進行ととも

に専門科目数を多く配置する。また、基礎知識と専門分野の知識・技術を応用する力を育

成し創造性を育むため、実験実習を配置する。さらに、実践的な課題解決力を育成するた

め、課題解決型科目を配置する。 

⑸自らの考えを持ちつつ他者と協調して活動する力を育成するため、グループワーク、ディ

スカッション及びプレゼンテーションを取り入れた科目を配置する。 

⑹技術者として社会的な責任を自覚し適切な判断ができる力を育成するため、倫理観を育

む科目を配置する。また、実際に社会を経験するためにインターンシップ科目を配置する。  

 

〇教育課程の実施方針 

 編成した教育課程をとおして学修の成果が効果的に得られるように、教育課程の実施方

針を以下に示す。 

⑴ディプロマ・ポリシーに定めた能力の育成を教育課程の中で実現させるようシラバスを

作成し、それに基づいて授業を実施する。 

⑵学生の主体的学習を促進するため、授業時間外における様々な取り組みを推奨する。 

⑶学修成果は成績評価で判断する。成績評価は各科目に掲げられた授業の到達目標に対す

る達成度について、成績評価基準に基づいて行う。 

                 

〇成績評価基準 

 成績評価は 100 点法により行い、学業成績を「優」、「良」、「可」及び「不可」の評語によ

って表し、その区分は下記のとおりとする。ただし、特別活動の評価の区分は、合格又は不

合格とする。 

優： 80 点以上 

良： 70 点以上 80点未満 

可： 60 点以上 70点未満 

不可： 60点未満 

     

専政科 

〇教育課程の編成方針 

 ディプロマ・ポリシーに基づき、一般科目、専門科目及び実験実習を適切に配置し、工学

分野の知識及び技術を効果的に修得できるように体系的に教育課程を編成する。教育課程

の編成方針を以下に示す。 

⑴外国語の読解能力・コミュニケーション能力を育成するため、英語科目及び外国語文献講

読科目を配置する。 

⑵誠実で豊かな人間性を育成し、広い視野を獲得させるため、インターンシップ科目を配置

する。 



⑶複数の分野の知識・技術を応用して創造する力・開発する力を育成するために、工学に必

要な自然科学系科目及び複数の分野に共通する専門科目を配置する。 

⑷専門的な知識・技術を育成するため、専門科目を配置する。また、基礎知識と専門分野の

知識・技術を応用する力を育成するため、実験実習を配置する。さらに、実践的な課題解

決力を育成するため、課題解決型科目を配置する。 

⑸自らの考えを持ちつつ他者と協調して活動する力を育成するため、グループワーク、ディ

スカッション及びプレゼンテーションを取り入れた科目を配置する。 

⑹技術者として社会的な責任を自覚し適切な判断ができる力を育成するため、倫理観を育

む科目を配置する。また、実際に社会を経験するためにインターンシップ科目を配置する。 

  

〇教育課程の実施方針 

 編成した教育課程をとおして学修の成果が効果的に得られるように、教育課程の実施方

針を以下に示す。 

⑴ディプロマ・ポリシーに定めた能力の育成を教育課程の中で実現させるようシラバスを

作成し、それに基づいて授業を実施する。 

⑵学生の主体的学習を促進するため、授業外における様々な取り組みを推奨する。 

⑶学修成果は成績評価で判断します。成績評価は各科目に掲げられた授業の到達目標に対

する達成度について、成績評価基準に基づいて行う。 

 

〇成績評価基準 

 成績評価は 100 点法により行い、学業成績を「優」、「良」、「可」及び「不可」の評語によ

って表し、その区分は下記のとおりする。 

優： 80 点以上 

良： 70 点以上 80点未満 

可： 60 点以上 70点未満 

不可： 60点未満 

 

＊卒業後の進路状況(令和元年度) （URLは一関高専 HPより引用） 

学校要覧 2020 P34～P35参照  

https://www.ichinoseki.ac.jp/about/pdf/bulletin2020.pdf 

 

https://www.ichinoseki.ac.jp/about/pdf/bulletin2020.pdf

